第５学年道徳指導案
１　主　　題　誠実に生きることの大切さ〈Ａ―（２）正直・誠実〉

２　資 料 名　祭りの日の拾い物（出典　明るい心）

３　主題設定の理由

（１）　ねらいとする価値について

誠実な行動をすることは、偽りのない思いが相手に伝わり、自他の心を豊かにする。一方、不誠実な言動は後悔や反省の念に駈られるばかりか、社会的な信用を失うことにもなりかねない。明るく心豊かな生活を送るために、物事に誠実に対応し、うそやごまかしのない生き方を身に付けさせる必要がある。
（２）　児童の実態について

本学級の児童は、思いやりがあり、正直な児童が多い。一方で、いけないことだとわかっていても、「人が見ていないから」「みんなやっているから」という理由で、うそやごまかしをしてしまう姿も見られる。不誠実な言動に対する罪悪感について考える機会に乏しいことがその一因であると考える。
（３）　資料について

　　　   本資料は、主人公のけんじが自分の欲望や人間関係に打ち勝つことができず、つい不誠実な行動をとってしまう姿が描かれている。児童たちが自分の日頃の行動と重ねて、不誠実な言動に対する後ろめたさを感じて、今後の自分のあり方を考えていくのに適した資料である。
４　ねらい

　○　拾ったサービス券を使おうとしたけんじの気持ちを通して、誠実な態度で過ごそうとする道徳的実践意欲と態度を高める。
５　準　　備　（教）資料（前半部分）　挿絵　縁日のＢＧＭ　ＣＤデッキ　振り返りカード
　　　　　　　（児）明るい心

６　指導過程

	時間
	学　習　の　流　れ
	教師の働き掛けと支援・留意点
	評　　　価

	導入
５

（5）

	１　祭りの様子を思い浮かべる。
　△　お祭りに行ったときの楽
　　しみは何ですか。

・屋台　・ゲーム　・花火
	○　縁日のＢＧＭを流すことによ
　り、祭りの様子を思い浮かべやすくする。
	○　意欲的に発言する
ことができたか。
（発言・観察）

	展開
３２
（37）
	２　資料の前半部分を読んで話
し合う。
（１）資料を読む。
（２）登場人物の気持ちを考え、
　　話し合う。
　△　けんじは、なぜサービス
　　券を使うことに反対できな
　　かったのでしょう。
　・　あきらの強い言い方に反

対できなかったから。
　・　自分も本当は使いたいと
　　思っていたから。
	○　明るい心は机の中にしまって
　おくようにする。
○　登場人物の挿絵を提示する。
○　資料は、教師が範読する。
○　意見を分類して板書すること
　により、自己の欲望と他者から
の圧力の両面が理由であること
を確認させる。

	○　登場人物や場面の
様子を把握すること
ができたか。
（観察）
○　自己の欲望や人間

関係に影響されるけ

んじの気持ちを理解

できたか。
（発言・観察）

	
	　△　サービス券を手渡すとき
　　のけんじは、どんな気持ち
　　だったのでしょう。
　・　本当に使ってしまってい
　　いのかなあ。
　・　交番に届ければよかった
　　かなあ。

　・　ばれたらどうしよう。
３　資料の後半部分を読んで話

し合う。

（１）資料を読む。
（２）登場人物の気持ちを考え、
　　話し合う。
　▲　立ちすくんでいるときの

けんじは、どんな気持ちだ
　　ったのでしょう。
・　正直に届けていれば、女
　　の子は悲しい思いをしなく
てすんだのかなあ。
　・　あきらに言われても、正

直に届ければよかったなあ。
　・　ずるをして楽しもうとし
　　た自分がはずかしいなあ。
	○　最初からけんじのサービス券
　だったら、「どきどき」したかど
うかを考えさせることにより、
けんじの心の中にある、後ろめ
たさに気付かせたい。

○　明るい心の該当ページを開か

せる。
○　資料は、教師が範読する。
○　１人で考えさせた後に、近く
の席の人と話し合わせる。
○　けんじの気持ちの変化を整理
することにより、不誠実な行い
は後悔や反省につながることに
気付かせたい。
○　一通り意見が出た後に、「けん
じはたこ焼きをおいしいと感じ
ただろうか」と問い返し、誠実
な行いの大切さについてさらに
深めたい。
	○　拾ったサービス券
を使おうとするとき
のけんじの後ろめた
い気持ちを感じとる
ことができたか。
（発言・観察）
○　登場人物や場面の
様子を把握すること

ができたか。
（観察）
○　サービス券を落と
した女の子の様子を
見て、自分の行動を
振り返るけんじの気
持ちを考えることが
できたか。
（発言・観察）

	終末

８
(45)

	４　学習したことを振り返る。
（１）教師の説話を聞く。
（２）振り返りカードに本時の
学習で考えたことを書く。

	○　教師が見つけた児童の誠実な
　行いを紹介する。
○　机間指導をして、児童それぞ
れの考えを受け止めるようにす
る。
	
誠実な態度で過
ごそうとする気持
ちを高めることが
できたか。
（振り返りカード）


○　板書計画
	　　　
祭りの日の拾い物
サービス券を使うことに反対できないけんじ
・あきらの強い言い方に
　　　　　　反対できない。
　　　　　・自分も本当は使いたい。
　　　　　
サービス券を手渡すけんじ
　　　　　　　　⇓
　　　　　　どきどき
　　　　　・使っていいのかなあ。
　　　　　・交番に届ければよかった
　　　　　　かなあ。

　　　　　・ばれたらどうしよう。
立ちすくむけんじ
　　　　　・正直に届けていれば、
　　　　　　女の子は悲しまなくて
　　　　　　すんだのかなあ。
　　　　　・あきらに言われても、

　　　　　　正直に届けていれば
　　　　　　よかったなあ。
　　　　　・ずるをして楽しもうと
した自分がはずかしい。
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